
日時：2022年10月2日（日）／ 13:30～16:00（ 開場13:00～） 
会場：西郷地区公民館 大ホール ／入場料無料、予約不要

出版社で編集・企画の仕事に従事。その後、
1984 年、地域雑誌『谷中・根津・千駄木』
（谷根千工房）を発行、編集人を務めた（2
009 年終刊）。『子規の音』『谷中スケッチ

1954年生まれ　作家、編集者
公益財団法人日本ナショナルトラスト理事

森  まゆみ
Mayumi Mori

講師

̶ 地域をつくるのは住民 ̶

谷根千・イタリアに学ぶまちづくり
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森まゆみ × 前田昭博

西郷地区生まれ
1977年 やなせ窯 開窯
2013年 国の重要無形文化財保持者
　　　　「白磁」認定
「工芸の郷」構想を提唱

ブック』『小さな雑誌で町づくり』『一葉の四季』『東京遺産』『彰義
隊遺聞』『起業は山間から』『反骨の公務員、町をみがく』など著書
多数。また、『鷗外の坂』で芸術選奨文部大臣新人賞、『「青鞜」の
冒険』で紫式部文学賞、「地域文化に視座をおいたまちづくり活動
および現実の都市づくりに対する提言」で日本建築学会文化賞、
「谷根千工房」の活動でサントリー地域文化賞など受賞多数。上野
不忍池、旧岩崎邸などを保存する市民運動にかかわった。近年では
「神宮外苑と国立競技場を未来へ手わたす会」共同代表を務めた。

前田  昭博
Akihiro Maeta

森 まゆみ 講演会

人びとの暮らしと営みを見つめ、記録しつづけてきた森まゆみさん。
第１部ではご自身の経験をご紹介いただきます。（詳細は裏面参照）
第１部の内容を踏まえ、第２部では、森まゆみさんと前田昭博さん
の対談を行います。「工芸の郷構想」や西郷の今後について、これま
でにご面識もあるお二人に縦横に意見交換していただく予定です。
森さんは、鳥取にはもう何度も足を運んでおられるとか、そのあた
りのお話も出てくるかもしれません。

第２部 対談



■西郷周辺地図

■会場周辺地図

＜鳥取方面より車でお越しの場合＞

西郷小学校グラウンド臨時駐車場をご利用ください。

＜鳥取‒用瀬線バスでお越しの場合＞

鳥取駅より日の丸バス南部幹線行き乗車→

「河原口」にて西郷線乗り換え→「中井農協前」下車

→中井農協前より西郷地区公民館まで徒歩約３分です。

〒680-1225 鳥取市河原町牛戸 15-1

西郷地区公民館
ACCESS

※旧西郷地区公民館とは異なります。ご注意下さい。

概要

「私は二六年間、『谷根千』で小所低所から人々のかそけき声を聞き取ってきた。

地域の日常を、被災地で見たものを聞いたことを書いておこうと決めた。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  森まゆみ『震災日録』（2013）
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谷中・根津・千駄木（谷根千）の町々を、被災地を、そして日本・世界の各地を歩き

「小所低所」から、人びとの暮らしと営みを見つめ記録しつづけてきた森まゆみさん。

そんな森さんに西郷においでいただき、ご自身がこれまで見て来られたまちづくりの

事例を紹介していただき、西郷で私たちが歩んでいく、その道のりについて、視座を

与えていただければとフォーラムを企画しました。特に 26 年間向き合いつづけてこ

られた谷根千（東京の谷中・根津・千駄木）と、大好きなイタリアを旅して見てこら

れた新しい宿のかたち「アルベルゴ・ディフーゾ」についてもお話しいただきます。

住民のあり方を住民自身が選ぶ事例に、きっと多くの学びがあると考えます。

　昨年も西郷を来訪くださった森さん。質疑応答の時間も十分に取り、交流させてい

ただきたいと考えています。ぜひ、ご来場ください。
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ご来場の際には、マスク着用・手指消毒・
連絡先記入等、新型コロナ感染拡大予防対

策にご協力いただきます。
コロナ感染の状況により、開催状況に
変更が生じる場合があります。

TIME SCHEDULE

13時 30分
工芸の郷代表挨拶　森まゆみ氏紹介

13 時 35分～ 14時 45分
第１部 - 講演 -

休憩

15 時～ 15時 45分
第 2部 - 対談 -
森まゆみ氏／前田昭博氏

15 時 45分～ 16時 00分
質疑応答・意見交換


